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11
月
24
日（
木
）に
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、平
成
23
年
度
上
期
の
事

業
報
告
及
び
決
算
・
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
平
成
25
年
11
月

末
ま
で
に
完
了
す
べ
き『
新
公
益
法
人
制
度
移
行
』の
検
討
委
員
会
か
ら
２

回
目
の
中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　

お
陰
様
で
、会
館
共
済
は
９
月
１
日
か
ら
第
27
次
の
保
障
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
日
は
未
加
入
の
先
生
方
か
ら
の
お
問
合
せ
に
対
し
て
、会
館
共
済
の
特
徴
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。ぜ
ひ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
上
期
の
事
業
は
5
月
理
事
会

で
承
認
さ
れ
た
事
業
方
針
に
基
づ
き
、
１
．

会
館
の
財
政
・
管
理
運
営
、
２
．
福
祉
共
済

事
業
、
３
．
教
育
文
化
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
計
画
通
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
教
育
文
化
事
業
の
「
図
書
寄
贈
」

は
、
県
内
31
校
に
図
書
券
の
寄
贈
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
東
北
の
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
3
県
の
学
校
延
べ
1
2
8
校
に

図
書
券
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
（
寄
贈
校
は
裏

面
）
現
地
の
教
育
委
員
会
や
教
育
会
館
と
連

携
し
て
、
今
な
お
教
育
活
動
に
支
障
が
あ
る

多
く
の
学
校
に
対
し
て
、
当
教
育
会
館
も
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
支
援
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東
北
の
再
生
、
と
り
わ
け
教
育

の
再
生
の
た
め
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
今
後
も
日
本
全
国
か
ら
の
支
援

が
続
け
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

委
員
長　

吉
永
賢
一
郎（
外
部
公
認
会
計
士
）

委　

員　

丸
野　

純
哉（
評
議
員
）

　
　
　
　

嶋
田　

久
義（
監　

事
）

　
　
　
　

福
永　
　

薫（
事
務
局
）

　
　
　
　

森　
　

徳
和（
外
部　

弁
護
士
）

　
　
　
　

松
﨑　

哲
郎（
外
部　

教
職
員
）

　
　
　
　

今
泉　

克
己（
外
部　

教
職
員
）

１
．は
じ
め
に

　

当
委
員
会
は
、平
成
22
年
５
月
27
日
開
催

の
第
１
回
理
事
会
で
設
置
さ
れ
、新
公
益
法

人
制
度
に
お
け
る
法
人
移
行
に
関
し
て
財
団

法
人
熊
本
県
教
育
会
館
が
選
択
す
べ
き
方

向
性
に
つい
て
の
検
討
を
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、平
成
22
年
度
に
10
回
の
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、新
制
度
に
お
け
る
公

益
団
体
が
置
か
れ
る
環
境
や
法
人
移
行
の
必

要
性
の
認
識
を
共
有
し
、当
法
人
の
移
行
の

妥
当
な
形
に
つい
て
協
議
し
ま
し
た
。そ
の
内

第
１
号
議
案

平
成
23
年
度
上
期
事
業
決
算
報
告

（
第
三
回
理
事
会 

11
月
24
日
）

新
公
益
法
人
制
度
移
行
検
討
委
員
会

平
成
23
年
度
中
間
報
告

会
館
共
済
第
27
次
に
寄
せ
て

県
下
の
教
職
員
７
０
０
０
人
で
作
る
助
け
合
い
の
輪

〜
会
館
共
済
の
形
を
も
っ
と
も
っ
と
進
化
さ
せ
た
い
〜

容
を「
定
款
案
」と
し
て
ま
と
め
、11
月
第
２

回
理
事
会
に「
中
間
報
告
」と
し
て
報
告
し

ま
し
た
。そ
の
後
年
度
末
ま
で
か
け
て
、現
行

法
人
の「
寄
附
行
為
」に
関
す
る
諸
規
程
の

整
備
を
行
い
、移
行
法
人
の
諸
規
程
関
係
の

在
り
方
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
設
置
さ
れ
た
当
委

員
会
は
、会
員
を
代
表
し
て
２
名
の
委
員
が

参
加
さ
れ
る
中
で
、県
の
指
導
に
基
づ
く「
定

款
案
」の
修
正
協
議
を
行
い
、定
款
に
基
づ
く

諸
規
程
関
係
を
協
議
し
て
い
ま
す
。移
行
後

の
法
人
運
営
の
基
本
と
な
る「
評
議
員
の
定

数
や
構
成
」「
役
員
の
定
数
や
構
成
」「
評
議

員
や
役
員
の
選
出
の
方
法
」は
、移
行
後
の
法

人
運
営
の
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、検
討
状

況
を
理
事
会
に
ご
報
告（
中
間
報
告
）し
、理

事
会
の
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

２
．審
議
経
過
概
要

左
表
の
通
り
で
す
。

３
．提
出
資
料（
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

⑴「
定
款
案
」の
修
正
案

⑵「
評
議
員
選
任
規
約
案
」

⑶「
役
員
選
任
規
約
案
」

⑷
評
議
員・役
員
の
構
成
案

《移行検討委員会の審議経過概要》
①開催日②場所③参加

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

主な審議内容

①５月２７日（金）
②第４会議室
③全員

①委員長の互選について
②「定款案」の県教委の指導に
ついて
③検討スケジュールについて

①７月１３日（水）
②第４会議室
③全員

①法人移行のスケジュールにつ
いて
②「最初の評議員・選定委員会」
運営規則について
③「定款案」の修正について
④「評議員選任規約」「役員選
任規約」について

①９月１４日（水）
②第４会議室
③全員

①「評議員選任規約」「役員選
任規約」について
②評議員・役員の選任案につい
て
③諸規程について

①１１月１７日（木）
②第４会議室
③6人（欠：森）

①「評議員選任規約」「役員選
任規約」について
②評議員・役員の選任案につい
て
③諸規程について
④理事会への中間報告につい
て

　

会
館
共
済
の
制
度
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
保
障
と
掛
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て『
団

体
保
険
の
強
み
』を
追
求
す
る
こ
と
」で
す
。

○「
会
館
共
済
の
制
度
の
安
全
性
」が
最
優
先

　

熊
本
県
の
教
職
員
1
〜
2
万
人
の
規
模
の

集
団
で
は
、独
自
の
共
済
制
度
を
作
る
こ
と
に

は
無
理
が
あ
り
ま
す
。万
一
の
死
亡
等
の
発

生
は
短
期
間
で
は
平
均
化
さ
れ
ず
、「
１
共
済

年
度
に
多
く
の
死
亡
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、お
預
か
り
し
た
掛
金
で
は
全
員
に
給
付
で

き
な
い
」と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
、制
度
が
崩
壊

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、全

国
規
模
で
運
営
し
て
い
る
保
険
会
社
の「
保

険
」を
ベ
ー
ス
に
制
度
を
作
って
い
ま
す
。

○
太
陽
生
命
保
険
㈱
と
㈶
熊
本
県
教
育
会

館
の
間
の「
団
体
定
期
保
険
」と
は

　

会
館
共
済
は
教
育
会
館
が
契
約
者
、太
陽

生
命
が
引
受
会
社
と
な
り
、県
下
の
教
職
員

を
加
入
者
と
す
る
団
体
型
の
定
期
保
険
で

す
。制
度
運
営
に
関
わ
る
役
割
分
担
と
し
て
、

募
集（
加
入
手
続
）は
太
陽
生
命
が
行
い
、掛

金
の
収
納
や
、「
給
付
申
請
手
続
き
」の
仲

介
、「
加
入
者
証
」や「
生
命
保
険
料
の
控
除

証
明
書
」の
送
付
等
を
教
育
会
館
が
行
い
ま

す
。共
済
期
間
は
1
年
間
で
、
一
度
ご
加
入

い
た
だ
け
れ
ば
継
続
で
き
ま
す
。太
陽
生
命

は
1
年
ご
と
に
決
算
を
行
い
、給
付
後
に
掛

金
の
残
り（
剰
余
）が
あ
れ
ば
加
入
コ
ー
ス
ご

と
に「
配
当
金
」と
し
て
計
算
し
、加
入
者
へ

の
返
金
手
続
き
は
教
育
会
館
が
行
い
ま
す
。

○
制
度
運
営
費
か
ら
の「
特
別
給
付
制
度
」も

大
き
な
魅
力

　

会
館
共
済
の
掛
金
は
、太
陽
生
命
の
保
険

料
に
、教
育
会
館
が
共
済
事
業
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費（
制
度
運
営
費
）を
上

乗
せ
し
て
出
来
上
が
って
い
ま
す
。制
度
運
営

費
は
団
体
の
規
模
や
制
度
の
内
容
等
に
よ
っ

て
、保
険
会
社
と
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。更
に
こ
の
制
度
運
営
費
を
加
入
者

に
還
元
で
き
る
よ
う
に
と
、平
成
２
年（
第
５

次
）か
ら
教
育
会
館
が
独
自
に
給
付
す
る

「
特
別
給
付
制
度
」を
作
り
ま
し
た
。

　

Ⅰ
型
生
命
の『
入
院
見
舞
金
』『
休
職
見
舞

金
』『
出
産
祝
金
』『
退
職
祝
金
』や
Ⅰ
型
医
療

の『
初
期
入
院
給
付
金（
４
日
分
）』で
す
。

○
会
館
共
済
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と

　

会
館
共
済
の
特
徴
は
、

①
熊
本
県
の
教
職
員
で
作
っ
た『
団
体
保
険
』

で
、教
職
員
同
士
の
助
け
合
い
制
度
で
あ

る
こ
と
、

②『
団
体
保
険
』は『
個
人
保
険
』に
く
ら
べ

保
険
料
が
安
い
こ
と
、

③
1
年
ご
と
に
決
算
を
行
い
、剰
余
金
が
あ

れ
ば『
配
当
金
』と
し
て
返
金
す
る
こ
と
、

④
制
度
運
営
費
で
太
陽
生
命
の
保
障
に
加

え
て
教
育
会
館
独
自
の『
特
別
給
付
』を

付
帯
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
で
す
。ま
た
会
館
共
済
の
益
金
で
、毎
年

県
下
の
小
中
高
校
に「
図
書
の
寄
贈
」を
続

け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
が
自
分
た
ち
の
た
め
に

作
っ
た
共
済
制
度
で
す
か
ら
、加
入
者
に
安

心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
丁
寧
な
対
応
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

 

第
27
次
か
ら『
介
護
保
障
』の
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。初
年
度
で
は
、１
６
８
４
名
の
方

に
ご
加
入
頂
き
ま
し
た
。Ⅰ
型
生
命
の
特
約

の
た
め
、９
月
１
日
か
ら
毎
年
1
年
更
新
の
保

障
と
な
っ
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
に
加
入

し
た
い
と
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
が
、来
年
の

キ
ャ
ンペ
ー
ン
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

教育文化事業の報告
教育会館・寄席カムバックセミナー

　『教育会館・寄席』の開催は今年で3年目
となりました。
　12月1日（木）に南関町立南関第二小学
校で、2日（金）に上天草市立上北小学校で
学校寄席を、3日（土）には熊本市国際交流
会館で教職員向けの寄席の公演を行いま
した。上北小学校は本年度末で統合により
閉校となる予定で、地域の方 も々交えた大
変盛大な公演となりました。
　教育会館寄席は来年も実施します。学校
寄席を希望される学校は、早めに実施計画
をたて、申し込まれるようお願いします。
《内容》
①落語・真打 柳家 喬之助
②江戸太神楽 鏡味 仙花
③二胡   程　農化
④落語・真打 柳家さん喬

　産休・育休中の先生方の現場復帰を支
援するセミナーを開催しました。お子さんは
託児に任されて、久しぶりにフリーの時間を
楽しく過ごしていただきました。このセミナー
はまた来年も12月に開催する予定です。
《日　時》2011年12月8日（木）13：30～16：00
《会　場》水前寺共済会館
《参加者》83人（託児72人）
《講　師》県教育委員会・学校人事課
　　　　田代参事、井手参事
　　　　福利厚生室　河上参事
《内　容》①育児等に関する諸制度について

②現場復帰に伴う諸手続について
③ティータイム

学校寄席　南関第二小学校

学校寄席　上北小学校

ホール寄席　国際交流会館
子どもたちは話術に引き込まれました！

ステージと客席が一体となり、終演時間も気にならず！

「
介
護
保
障
」を
開
始
し
ま
し
た

〜
Ⅰ
型
生
命
の
介
護
保
障
特
約
〜

○
介
護
保
障
を
な
ぜ
導
入
し
た
の
か
に
つ
い
て

　

Ⅰ
型
生
命（
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
）は
、

加
入
者
の
万
一
の
死
亡
や
高
度
障
害
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
遺

族（
家
族
）の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

 

仕
事
が
で
き
ず
収
入
が
な
く
な
る
場
合
の

備
え
と
し
て
の
会
館
共
済
で
す
が
、平
成
８

年
に
始
ま
っ
た「
公
的
介
護
保
険
制
度
」に

よ
って
、死
亡
と
医
療
の
間
に
は「
介
護
問
題
」

が
あ
る
こ
と
が
社
会
的
に
関
心
を
高
め
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の『
高
度
障
害
保
障
』は「
障

害
の
範
囲
が
限
定
的
で
し
か
も
症
状
が
固
定

し
な
け
れ
ば
支
払
わ
れ
な
い
。介
護
状
態
で

仕
事
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
な
が
ら
高
度

障
害
に
該
当
し
な
い
た
め
、給
付
金
が
出
ず

介
護
費
用
に
困
る
。」と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

○
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
保
障
に
つ
い
て

　

教
育
会
館
で
は
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
対

応
す
る
た
め
に
、太
陽
生
命
が
団
体
保
険
制

度
と
し
て
安
い
保
険
料
の
介
護
商
品
を
開
発

し
た
の
を
機
に
、『
介
護
保
障
』を
導
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、仕
事
が
で
き
ず

に
収
入
が
減
少
し
た
場
合
の
生
活
保
障
と
、

更
に
発
生
す
る
介
護
費
用
負
担
に
備
え
る
た

め
皆
さ
ん
に
是
非
ご
加
入
い
た
だ
き
た
い
共

済
制
度
で
す
。

 

給
付
の
基
準
は
、「
公
的
介
護
保
険
制
度
の

基
準
で
要
介
護
３
以
上
、ま
た
は
太
陽
生
命

の
所
定
の
要
介
護
状
態
」と
分
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。保
障
額
は
、①
当
座
の
生
活

費
や
介
護
費
用
と
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る

額
と
、②
掛
金
、③
団
体
保
険
と
し
て
の
制
約

等
を
検
討
し
た
結
果
、５
０
０
万
円
を
一
時

金
と
し
て
給
付
す
る
制
度
に
し
ま
し
た
。

　

軽
度
の
障
害
ま
で
カ
バ
ー
す
る
制
度
で
は

掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、要
介
護
３
以

上
と
し
ま
し
た
。ま
た
、保
障
額
は
減
少
し
た

収
入
の
補
填
と
い
う
位
置
付
け
も
考
慮
し
て

５
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。更
に「
死
亡・高

度
障
害
」保
障
の
補
完
と
と
ら
え
、単
独
の
制

度
で
は
な
く「
Ⅰ
型
生
命
保
障
の
特
約
」と
し

て
い
ま
す
。

http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp熊本教育会館ホームページ
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のお知らせ

第24回

の

小倉百人一首小倉百人一首
かるた競技大会かるた競技大会

○
熊
本
高
校《
図
書
委
員　

佐
藤
颯
さ
ん
》

拝
啓　

こ
の
た
び
は
新
規
図
書
購
入
の
た
め
の
図

書
カ
ー
ド
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。そ
れ
に

伴
っ
た
福
島
第
一
原
発
等
の
諸
問
題
。ま
た
震
災

以
前
か
ら
あ
っ
た
日
本
国
内
外
で
の
社
会
の
状
況
。

私
た
ち
高
校
生
は
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
た
め
に
は
様
々

な
分
野
の
数
多
く
の
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

図
書
は
知
識
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
大
切
な

存
在
の
一
つ
で
す
。自
ら
を
囲
む
現
代
の
状
況
の

中
で
正
し
く
考
え
、判
断
す
る
た
め
に
、寄
贈
い
た

だ
い
た
図
書
カ
ー
ド
で
新
た
な
図
書
を
購
入
し
、

◎は重点校（2年目）

平成２3年度図書寄贈校平成２3年度図書寄贈校

荒尾・玉名

鹿　　本

菊　　池
阿　　蘇

熊　　本
上 益 城
宇　　城
八　　代
人吉・球磨
水俣・芦北
天　　草
県立学校

山北小学校　南関第二小学校
南関第四小学校
三岳小学校　岩野小学校　稲田小学校
千田小学校
護川小学校
市原小学校　白水小学校
古町小学校　田原小学校
高木小学校　◎飯野小学校
網田小学校
◎宮原小学校　◎日奈久小学校
深田小学校
◎水俣第二小学校　田浦中学校　
大楠小学校　浦和小学校　御領小学校
一町田小学校
済々黌高校　熊本高校　第一高校　熊本商業高校
◎湧心館高校　◎熊本盲学校
◎松橋養護学校

地 　区 学　校　名

小･中学校（２４校） 県立学校（７校）
（熊本県内31校、東北3県 128校）

川俣町
伊達市
田村市

小野町
南相馬市

飯舘村

浪江町
葛尾村
双葉町
大熊町
富岡町

川内村
楢葉町
広野町
いわき市

山木屋小学校　山木屋中学校
梁川小学校　保原小学校
菅谷小学校　古道小学校 岩井沢小学校
都路中学校
浮金小学校
原町第一小学校　原町第二小学校
原町第三小学校　高平小学校 大甕小学校
太田小学校 石神第一小学校
石神第二小学校 真野小学校 小高小学校
福浦小学校　金房小学校　鳩原小学校
原町第一中学校 原町第二中学校
原町第三中学校 石神中学校 小高中学校
草野小学校　飯樋小学校　臼石小学校
飯舘中学校
浪江小学校　浪江中学校
葛尾小学校　葛尾中学校
双葉南小学校　双葉北小学校　双葉中学校
熊町小学校　大野小学校　大熊中学校
富岡第一小学校　富岡第二小学校
富岡第一中学校　富岡第二中学校
川内小学校　川内中学校
楢葉南小学校　楢葉北小学校　楢葉中学校
広野小学校　広野中学校
豊間小学校　久之浜第一小　久之浜第二小
永崎小学校　豊間中学校　四倉中学校
久之浜中学校

地 　区 学　校　名
福島県（5９校）

主　　催 熊本県かるた協会
後　　援 熊本市教育委員会　熊本県教育会館
 熊本日日新聞社　熊本放送
期　　日 平成24年２月26日（日）
 ●９時受付　●９時半開会（午後４時終了予定）
会　　場 熊本県教育会館５階ホール
 熊本市九品寺 1－11－4（TEL 096－372－3800）
対　　象 県内小中学生
試合形式 ①３人１組による源平戦（選手３名補欠２名）
 ②各チーム３回戦行い順位を決定します。
 ※詳細は熊本県かるた協会ホームページに掲載します。
参加区分 中学校の部
 小学校上級の部
 　●有段者のいるチーム
 　●３人とも 100 首覚えているチーム。
 小学校初級の部
 　●100 首覚えていない人のいるチーム
 小学校ちらし取りの部
表　　彰 優勝、準優勝、３位（チーム）
参 加 料  無料
申込要領 平成24年２月17日（金）までに、「出場の部、学校名、チーム名、代

表者氏名、連絡先TEL、選手氏名、個人戦参加の経験、段位」
（裏面参照）を下記宛先へ、ファックスかメールでお送り下さい。

 ※参加申し込み多数の場合、抽選になることがあります。
申し込み、問い合わせ先
 〒861-3105
 熊本県上益城郡嘉島町大字上六嘉 2063 番地  嘉島東小学校
 　高橋章夫
 　TEL 096－237－0002　FAX 096－237－1972
　　　　　　　Eメール takahasi@mxt.mesh.ne.jp

知
識
と
教
養
を
深
め
て
参
り
ま
す
。こ
の
た
び
の

寄
贈
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

図
書
委
員
を
代
表
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　

敬
具

○
宮
城
県　

石
巻
市
立
相
川
小
学
校

８
月
１
日《
橋
本
惠
司
校
長
先
生
》

　

未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
四
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。津
波
は
相
川
小
学
校
の
屋
上

ま
で
襲
い
、校
舎
は
全
く
使
え
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
地
区
内
で
唯
一
残
っ
た
橋
浦
小

学
校
に
同
じ
被
害
を
受
け
た
吉
浜
小
学
校
と
一

緒
に
学
習
す
る
こ
と
と
な
り
、心
に
深
い
悲
し
み
や

辛
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
、保
護
者
、地
域
の

方
々
、職
員
が
学
校
再
開
に
向
け
努
力
を
重
ね
、４

月
21
日
に
始
業
式
、入
学
式
を
行
い
平
成
23
年
度

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

中
略

　

何
も
か
も
失
く
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
鉛
筆
１
本
ノ
ー
ト
１
冊
に
も
あ
り
が
た
み

を
感
じ
て
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
十
分
で
は
な

い
環
境
の
中
で
も
再
開
で
き
た
学
校
生
活
の
中

で
１
つ
１
つ
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
学
習
で
き
る

喜
び
を
味
わ
って
お
り
ま
す
。後
略

脱
退
す
る
の
に
、な
ぜ
翌
月
ま
で
掛
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

「
会
館
共
済
」は
教
育
会
館（
団
体
）が
太
陽

生
命
と
契
約
し
た「
団
体
保
険
」で
す
。

 

①
加
入
者（
会
員
）の
管
理
と
②
掛
金
の
収
納（
集

金
と
太
陽
生
命
へ
の
納
金
）に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
こ

と
が
、教
育
会
館
の
役
割
で「
団
体
保
険
」の
運
営
に

お
け
る
主
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。①
会
員
管

理
は
、㈱
肥
銀
コ
ン
ピュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
い

ま
す
。②
掛
金
の
収
納
は
、給
与
振
込
口
座（
A
口

座
）差
引
を
原
則
と
し
て
㈱
肥
後
銀
行
へ
依
頼
し
て

い
ま
す
。退
職
の
先
生
方
や
、給
与
が
出
な
い
休
職
等

の
先
生
方
の
収
納
は
、給
与
振
込
口
座
差
引
で
は
な

く
一
般
の
個
人
口
座
差
引
と
し
て
、金
融
機
関
へ
依

頼
し
て
い
ま
す
。ま
た
管
理
は
す
べ
て
肥
銀
コ
ン

ピュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
行
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
り
、肥
銀
コ
ン
ピュ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
に
差
引
デ
ー
タ
を
届
け
る
の
は
、差
引
月
の
前
月

15
日
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。従
い
ま
し
て
、そ
の
前
に

解
約
の
お
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
差
引
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、15
日
頃
以
降
の
変
更
は
次

月
の
変
更
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。団
体
保
険
に
は
ど

う
し
て
も
時
間
的
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。保
障
は
、

掛
金
を
収
め
て
い
た
だ
い
た
月
の
翌
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。加

入
者
が
気
を
付
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

会
館
共
済
は
太
陽
生
命
の
団
体
保
険
を
基

本
に
し
て
い
ま
す
。１
年
ご
と
の
更
新・継
続

型
で
、共
済
期
間
は
毎
年
９
月
１
日
か
ら
翌
年
８
月

31
日
ま
で
で
す
。毎
年
更
新
手
続
き
は
６
月
中
旬
頃

ま
で
で
す
。「
加
入
申
込
書
」を
各
学
校
ま
た
は
自

宅
に
お
届
け
し
ま
す
。契
約
内
容
に
変
更
が
な
い
場

合
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。変
更
が
あ
る
場

合
は
加
入
申
込
書
の
変
更
部
分
を
記
入
し
て
太
陽

寄
贈
校
か
ら
の
声

熊本県小中学校

小倉百人一首
かるた競技大会

972

熊本県教育会館『アートのひろば』

会館共済 &についての Q A
日頃のお問い合せに、お応えします

生
命
の
推
進
担
当
者
に
渡
し
て
い
た
だ
く
か
、教
育

会
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。解
約
の
場
合
は
、加

入
申
込
書
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
の
で
、教
育
会

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。所
定
の
書
類
を
郵
送
し

ま
す
。ま
た
、年
度
途
中
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

は
、そ
の
都
度
教
育
会
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。①

解
約
、②
加
入
コ
ー
ス
の
変
更
、③
受
取
人
の
変
更
等

は
所
定
の
書
類
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、教

育
会
館
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、④
勤
務
校
の
変
更（
年
度
末
の
異
動
は

教
育
会
館
で
変
更
し
ま
す
）、⑤
住
所
の
変
更
、⑥
改

姓
、⑦
産
休・育
休・休
職
な
ど
も
会
員
管
理
上
必
要

な
事
項
で
す
の
で
、教
育
会
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。最
後
に
、①
告
知
事
項
に
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合

や
、②
掛
金
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
、給
付

申
請
が
出
さ
れ
て
も
給
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

私
は
35
歳
男
性
で
す
が
介
護
保
障
が

必
要
で
す
か
？

一
般
に
若
い
方
は
「
介
護
」
の
必
要
性
を

感
じ
て
お
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
は
、
比
較
的
に
小

さ
い
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
要
介
護
に
な
る
場
合

は
、
①
交
通
事
故
や
②
脳
血
管
疾
患
③
若
年
認
知

症
な
ど
が
あ
り
、リ
ス
ク
の
発
生
率
は
小
さ
く
て
も

発
生
し
た
時
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。若
い
方
は
掛
金
が
安
い
で
す
し
、
病
気
を
し

て
加
入
し
た
い
時
に
加
入
で
き
な
い
ケ
ー
ス
を
考

え
る
と
、
若
い
時
か
ら
の
加
入
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
障
を
１
０
０
０
万
円
は
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
？

団
体
保
険
と
し
て
制
度
設
計
を
行
い
ま
し
た

の
で
、団
体
と
し
て
の
保
障
の
上
限
を
決
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。現
在
介
護
保
障
の
金
額
は
５

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
契
約
さ
れ
た
Ⅰ
型

生
命
の
保
障
額
の
範
囲
内（
５
０
０
万
円
〜
３
５
０

０
万
円
）で
、介
護
特
約
の
保
障
額
を
決
め
て
い
た
だ

く
」制
度
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。会
館
共
済
の

引
受
先
で
あ
る
太
陽
生
命
に
協
力
要
請
中
で
す
。

終
身
の「
入
院
保
障
」が

欲
し
い
の
で
す
が
？

団
体
保
険
は
団
体
に
よ
る
掛
金
収
納
や
異

動
管
理
と
いっ
た
一
定
要
件
の
上
に
成
り
立

つ
制
度
で
、現
在
終
身
の
入
院
保
障
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。会
館
共
済
の
医
療
プ
ラ
ン
は
在
職

時
の
ご
加
入
が
あ
れ
ば
退
職
後
も
69
歳
ま
で
継
続
加

入
が
で
き
ま
す
。団
体
保
険
で
す
の
で
割
安
な
保
険

料
で
保
障
が
確
保
で
き
、剰
余
金
が
あ
れ
ば
配
当
金

で
お
戻
し
す
る
教
職
員
の
助
け
合
い
制
度
で
す
。

私
の
父
母
も
加
入
さ
せ
た
い
の
で
す
が
？

会
館
共
済
は
、教
育
会
館
が
太
陽
生
命
と
団

体
保
険
契
約
を
締
結
し
て
、教
職
員
の
皆
様

に
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。加
入
で
き
る
の
は
団
体
の
会

員
本
人
と
な
って
い
ま
す
が
、特
約
で
、「
会
員
本
人
の

他
に
、会
員
と
同
一
戸
籍
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
や
子
ど
も
も
加
入
で
き
る
」コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。Ⅰ
型
生
命
と
医
療
は
、会
員
本
人
の
他
に
配

偶
者
と
子
ど
も
が
加
入
で
き
ま
す
。Ⅰ
型
生
命
の

「
介
護
保
障
」は
、配
偶
者
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

現
状
の
制
度
で
は
、「
全
て
の
共
済
に
家
族
全
員
が

加
入
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」と
い
う
の
が
実
情
で

す
。ご
要
望
に
応
え
ら
れ
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、会
員
の
皆
様
ご
本
人
に
安
い
掛
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
る
制
度
に
な
って
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。個

人
情
報
の
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Q
１
の
A
で
お
応
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、会
員

管
理
は
電
算
処
理
の
専
門
会
社
の
㈱
肥
銀

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
い
ま
す
。現
在
、

個
人
情
報
の
管
理
の
方
法
と
し
て
は
、電
子
デ
ー
タ

は
肥
銀
コ
ン
ピュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
で
管
理
し
て
も
ら
い
、

教
育
会
館
内
で
必
要
な
最
低
限
の
デ
ー
タ
は
ペ
ー

パ
ー
で
保
管
し
て
い
ま
す
。ペ
ー
パ
ー
上
の
デ
ー
タ
は

必
要
な
期
間
が
過
ぎ
る
と
シュレッ
ダ
ー
に
て
粉
砕
処

分
を
行
い
ま
す
。ま
た
、「
教
育
会
館
関
係
費
」を
利
用

し
て
い
る
団
体
は
、教
育
会
館
の
他
に
生
活
協
同
組
合

と
教
職
員
組
合
が
あ
り
ま
す
。個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つい
て
は
、協
定
書
を
締
結
し
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）と
ガ
バ
ナ
ン
ス（
統
治
）の
観
点
か
ら
適
正

に
処
理
し
て
お
り
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
へ
の
適
用
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か（
税
制
改
正
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
）？

「
生
命
保
険
料
控
除
税
制
改
正
」が
平
成
24

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

現
行
は
、所
得
税
の
適
用
限
度
額
は
①
一
般
生
命

保
険
料
控
除
５
万
円
、②
個
人
年
金
保
険
料
控
除

５
万
円
で
最
高
10
万
円
ま
で
、住
民
税
の
適
用
限
度

額
は
①
一
般
生
命
３・５
万
円
、②
個
人
年
金
３・５

万
円
で
最
高
７
万
円
ま
で
で
す
。改
正
後
は
、「
介
護

医
療
保
険
料
控
除
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。所
得
税
の

適
用
限
度
額
は
①
一
般
生
命
保
険
料
控
除
４
万

円
、②
介
護
医
療
保
険
料
控
除
４
万
円
、③
個
人
年

金
保
険
料
控
除
４
万
円
で
最
高
12
万
円
ま
で
、住
民

税
の
適
用
限
度
額
は
①
一
般
生
命
２・８
万
円
、②

介
護
医
療
２・８
万
円
、③
個
人
年
金
２・８
万
円
で

最
高
７
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、適
用
は
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
の

「
契
約
の
締
結（
更
新
）」の
も
の
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。現
在
会
館
共
済
は
、特
別
給
付
の
制
度
運
営
費

を
除
く
す
べ
て
の
制
度
の
保
険
料
が
「
一
般
生
命
保

険
料
控
除
」の
対
象
で
す
。平
成
24
年
９
月
１
日
の

更
新
以
降
の
保
険
料
は
新
税
制
の
適
用
と
な
る
た

め
、「
Ⅰ
型
生
命
」と「
Ⅱ
型
年
金
」は
①
の
一
般
生

命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
、「
Ⅰ
型
生
命
の
介
護
特

約
」と「
Ⅰ
型
医
療
」は
②
の
介
護
医
療
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。分
か
り
に
く
い
で
す
が
、ポ

イ
ン
ト
は
介
護
医
療
保
険
料
控
除
の
新
設
に
よ
り
全

体
の
保
険
料
控
除
枠
が
12
万
円
に
増
え
る
こ
と
で

す
。「
年
末
調
整
の
手
続
き
方
法
」に
つ
い
て
の
詳
し

い
ご
説
明
は
、来
年
発
行
の「
会
館
ニュ
ー
ス
」や「
教

育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」等
に
掲
載
し
ま
す
。

 

皆
様
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。現
在
の
団
体
保
険
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、太
陽
生
命
等
と
連
携
し
な
が
ら

「
制
度
の
充
実
」や「
個
人
保
険
の
ご
紹
介
」な
ど
、皆

様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

栗崎進一氏
（あさぎり町）

１０月期
油彩画展

髙田尚武 氏
（天草市）

１1月期
油彩画展

Ｈ２２年10月～Ｈ２３年５月の展示

今後の予定

平成23年 12月 山口　洋 氏（天草市） 油彩画展
平成24年 1月 平江　佳幸 氏 （玉名市） 彫刻展
 2月 岡田　精一郎 氏（八代市鏡町） 油彩画展
 3月 原　由紀子 氏（玉名市） 油彩画展
 4月 福島　露子 氏（上益城郡甲佐町） 油彩画展
 5月 坂口　節夫 氏（熊本市） 水彩画展

Q

震災前の校舎

津波に襲われた校舎

平成２3年度図書寄贈校

岩手県（19校）、宮城県（50校）への寄贈校は、会館ニュース第73号
に掲載しました。

A QA

QA

QAQA

A QA QA Q

平成23（２０11）年12月13日 第74号　（2）
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